
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 24,846 23,040 22,734 23,040

事業費

の内訳

令和3年度決算

事業委託費１７，６９４千円（①事務局人件費②企業及び学生向け研修運営費用③インターンシッ
プ費用④インターンシップ参加者交通費（国費対象外）⑤広報費⑥その他委託諸経費・消費税
等）

令和4年度予算

事業委託費１８，０００千円（①事務局人件費②企業及び学生向け研修運営費用③インターンシッ
プ費用④インターンシップ参加者交通費（国費対象外）⑤広報費⑥その他委託諸経費・消費税
等）

人工 0.7 0.7 0.7 0.7

人件費 5,040 5,040 5,040 5,040

事業費 19,806 18,000 17,694 18,000

うち特定財源 9,708 8,750 8,723 8,750

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和4 年度

関連法令・条例・
要綱等

他都市の状況

・東京都「きづくインターンシップ」、鳥取県「とっとりインターンシップ」などでインターンシップ事業を実施している。

実施結果

実施コース数２２コース
参加企業数６０社
参加学生数７６名

事業実施における
工夫点

新型コロナウイルス感染症対策及び道外を含む遠隔地に在住している学生の参加促進の観点から、一部日程で
オンライン開催を実施。

対象者 連携中枢都市圏内の企業及び大学生 開始 令和2 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

・就職活動が早期化する中、インターンシップの重要性が年々高くなっているため、市内企業等のインターンシップ
実施率を向上させる。市内企業等を知る機会の創出。
（ＡＰ２０１９事業目標：翌年度に卒業するインターンシップ参加者の道内就職率）

長期

・若者の地元定着。
・早期離職の改善による職場定着。

取組内容

インターンシップをパッケージ化して実施することで、インターンシップを開催する企業を増やすとともに参加企業の
採用力を向上させる。
併せて若者が地元企業の魅力等を感じることで地元定着の向上を目指す。
企業及び大学生の対象は、札幌市に加えて連携中枢都市圏内の市町村を対象として実施する。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ○ 現状維持 ● 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
参加学生及び参加企業数は令和２年度の実績を上回ったことに加え、事業終了後のアンケートでは非常に
高い評価を得ることができた。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

令和４年度で事業廃止。

予算
令和４年度で事業廃止。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

インターンシップ終了後の情報交換会で企業情報をまとめた「企業魅
力発信シート」を作成し、ＳＮＳ等にて公開することで、広く参加企業の
魅力を発信。

見直し効果額
（前年度）

0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

令和４年度で事業廃止。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

本事業はプロポーザル型委託事業により、インターンシップに関するノウハウを持つ民間事業者
の提案を取り入れ、企業及び学生のニーズを反映した事業内容としており、事業の実施手法は適
切であると認識している。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

事業終了後の学生アンケート調査結果では、本事業について「満足」又は「やや満足」と回答した
割合は９７％と非常に高い。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

参加学生数のみ達成率７６％と目標に到達しなかったものの、参加企業数及び実施コース数は
目標を達成しており、一定の成果があったものと認識している。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

企業のインターンシップ受け入れ体制の構築にかかる労力や学生の満足感を考慮すると、事業
規模は適切だったと認識している。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

80

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 インターンシップ事業参加者（翌年度卒業者）の道内就職率（％）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

- - -


